
令和４年台風第１５号への派遣
・派遣人数 のべ５５９人・日

○静岡県内では、発達した積乱雲が流れ込み続け「線状降水帯」が発生するなどして猛烈な雨が降り続き、各地で記録的な大雨となり、この影響
で、静岡県内では土砂崩れや浸水の被害のほか、大規模な停電や断水が発生した。

○国土交通省では、富士川の工業用水から静岡市水道用水への緊急的な融通や給水機能付き散水車などの貸出などの広域応援を実施。

○静岡県庁、静岡市、浜松市、掛川市、島田市、川根本町へＴＥＣ－ＦＯＲＣＥを派遣し、リエゾン活動、気象解説（JETT）、被災状況調査や自治
体が管理する公共施設の復旧に関する技術支援などを実施。

○被災状況調査では、防災ヘリやドローンを活用し、自治体への映像共有を実施。

■被災状況調査

興津川取水口の様子（出典：静岡市Twitterより）県庁の災対本部会議に出席（静岡県庁）

■リエゾンによる情報支援等

○リエゾンによる自治体から支援ニーズの聞き取り、支援内容の調整、等を実施

ドローン調査映像を共有（島田市）

■緊急的な水融通に係る支援■被災状況調査

道路の被害状況調査（川根本町)

■給水支援活動

○断水が発生している静岡市、川根本町等に対し備蓄飲料水等（ペットボトル）の提供の
ほか、給水機能付き散水車の貸し出しや港湾業務艇などにより支援活動を実施。

静岡市清水区での飲料水支援活動

○自治体が管理する河川、道路、砂防等
公共施設の損壊箇所を調査し、結果を自
治体へ報告

○興津川の被害により発生している断水対
応のため富士川で取水している工業用水を
水道用水へ緊急的に融通

静岡市清水総合運動場での給水活動の支援

■復旧に関する技術支援

工事用道路施工状況の確認（静岡市）仮設橋の架設計画等の技術支援（静岡市)

○流出した橋梁の早期復旧に着手するため、仮設橋・工事用道路の位置検討、架設計画
及び河川協議等の各種調査検討について技術支援を実施

○早期に仮設橋架設のため、応急組立橋を無償で貸与


